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（
岩
手
県
大
槌
町
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ほ
ぼ
二
カ
月
。
被
災
地
に

も
薫
風
の
季
節
が
訪
れ
た
。
岩
手
県
大
槌
町
で
は
、

四
月
二
十
日
の
始
業
式
を
前
に
、
寄
贈
さ
れ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
を
運
ぶ
手
伝
い
を
す
る
児
童
た
ち
の
元

気
な
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

笑
顔
で
迎
え
る
の
は
、
大
槌
町
の
赤
浜
小
学
校

の
佐
々
木
啓
子
校
長
（
右
か
ら
二
人
目
）。
児
童

に
配
布
し
、
余
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
足
り
な
い
学

校
に
回
す
と
い
う
（
四
月
十
三
日
撮
影
）。

　

一
方
、
同
県
釜
石
市
の
市
立
小
佐
野
小
学
校
で

は
、
四
月
十
九
日
に
始
業
式
が
行
わ
れ
、
児
童
た

ち
が
元
気
に
登
校
し
た
（
左
写
真
）。

　

始
業
式
の
後
、
教
室
で
担
任
の
教
諭
か
ら
話
を

聞
く
児
童
た
ち
の
表
情
は
一
様
に
明
る
い
。
被
災

地
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
が
、

印
象
的
で
あ
る
。 

（
写
真
＝
時
事
）

団体探訪
まちづくり・川づくり協議会
川と地域住民をつないだまちづくり 北海道滝川市

NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会
京格子の町屋、白壁の家なみ 鳥取県鳥取市

首長の思い
みんなの笑顔いっぱいのまち　～世界とつながるハーモニーシティ～
「まちの新しい形とイメージアップ」を目指して

和田愼司（小松市長）
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手前みそですが… 【愛知県犬山市】
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買い物困難者を支えるまちづくり

　　　巻頭エッセー／県民との「協働」「共創」で拓く新しい県政 阿部守一（長野県知事）　　　

　　　東日本大震災　特別寄稿論文～大震災を乗り越えて～
　　　子供たちが夢と希望持てる古里再生を
 河田惠昭（関西大学社会安全学部長・教授（京都大学名誉教授）阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長）　　　

　 　  買い物困難者を支えるまちづくり
　　買い物弱者をつくらない地元の創り直しを 藤山　浩（島根県中山間地域研究センター研究企画監）　　　

　　　北海道札幌市　離島など過疎地にもコンビニ出店 遠藤佳代　　　

　　　青森県佐井村　過疎地の生活の足となる有償運送　 佐井村社会福祉協議会事務局　　　

　　　茨木県土浦市　市民が支える「キララちゃんバス」 小林まゆみ　　　

　　　東京都武蔵村山市　「無料送迎自転車」が地域の足に　 比留間誠一　　　

　　　神奈川県横浜市栄区　団地内の「青空市場」は憩いの場　 森　健一郎　　　

　　　福井県福井市　住民の要望受けた場所を巡回販売 伊藤　悟　　　

　　　岐阜県　高齢者の買い物にケーブルTV活用 脇谷　誠　　　

　　　鳥取県日野郡　移動販売車で中山間地に御用聞き　 安達享司　　　

　　　広島県呉市　斜面市街地で「お出かけバス」運行 濱井義樹　　　

　　　香川県三木町　高齢者が困った時のお助け一覧表 上村美穂　　　

　　　福岡県久留米市　70 人のボランティアが外出介助 吉永美佐子　　　

　　　熊本県荒尾市　徒歩圏マーケットで高齢者の「食」守る 弥山雄一郎　　　

　　各地で進む先進的な対策 植田一全（経済産業省流通政策課 大規模小売店舗立地企画係長）　　　

先生の話を聞く児童たち

5月 6月

●５月23日（月）
　 菊川市観光協会（静岡県）
　『静岡県菊川市・菊川茶の販売キャンペーン』
●５月30日（月）
　 福島県県南地方振興局（福島県）
　 『ほっとする、ふくしま。～福島県県南地方～
で田舎暮らしを』

●６月１日（水）～２日（木）
　 羅臼町（北海道）
　『北海道知床羅臼　特産フェア』
●６月８日（水）
　 甲府市観光協会（山梨県）
　「甲府の観光物産展（仮称）」
●６月20日（月）～21日（火）
　 華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
協議会（大阪府）
　『とことん南泉州キャンペーンキャラバン』
●６月27日（月）
　山形県東根市（山形県）
　 『果樹王国ひがしね　さくらんぼキャンペーン
【第11回中央区さくらんぼ祭】』
●６月30日（木）～７月１日（金）
　川崎市経済労働局（神奈川県）
　『川崎市多摩区・生田緑地キャンペーン』

（写真）
１ ３月２日～５日米沢市観光キャンペ－推進協
議会（山形県）

２ ３月９日～11日宇土市観光物産協会（熊本県）

１ ２

★日本橋プラザビルイベントスペース

▼
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
が
れ
き
の
撤
去
作
業
が
連

日
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
震
災
関
連
と
し
て
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
河
田
惠
昭
・
関
西
大
学
教

授
に
特
別
寄
稿
論
文
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
犠
牲
者
へ

の
鎮
魂
を
込
め
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
試
案
は
、
復
興
へ

の
議
論
の
う
え
で
示
唆
に
富
み
ま
す
。

▼
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流
す
人
も
多

く
、
善
意
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

原
発
事
故
に
絡
み
「
風
評
被
害
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、

被
災
者
の
冷
静
な
行
動
が
、
海
外
で
も
称
賛
さ
れ
ま
し

た
が
、
風
評
の
話
は
日
本
人
と
し
て
も
残
念
で
す
。

〝
風
評
被
害
に
負
け
る
な
″
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
各
地
で

盛
ん
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
風
評
に
負
け
ず
頑
張
る
地

域
を
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
今
月
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
買
い
物
困
難
者
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
、
食
料
品
の
買
い
物
に
出
か
け
る
の
は
大
仕

事
。
自
宅
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
や
小
売
店
も
な
く
、
あ
っ

て
も
重
い
買
い
物
袋
を
提
げ
て
帰
る
の
は
一
苦
労
…
。

こ
う
し
た
買
い
物
困
難
者
を
支
援
す
る
各
地
の
取
り
組

み
と
、
そ
の
意
義
を
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
買
い
物
に
も
出

か
け
、
店
員
や
地
域
の
人
た
ち
と
お
喋
り
す
る
こ
と
自

体
が
、
貴
重
な
交
流
の
機
会
で
あ
り
憩
い
の
場
と
な
り

ま
す
。
同
時
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
高
齢
者
を
「
見
守

る
場
」
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
原
田
）
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★茨城県産の農産品の安全性をPR
　茨城県農業法人協会主催の「がんばろう！いばらきキャン
ペーン」が４月25、26日、日本橋プラザビルのイベントスペー
スで開かれた。福島第一原発事故の影響で風評被害に悩む地域
への支援策として、当センターも協力して実施されたもの。
　「生産高日本一」を誇るみず菜やチンゲンサイ、鶏卵など、
茨城県産の新鮮な農産物を販売し、安全性をPRした。
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県民との「協働」「共創」で拓く新しい県政
　

長野県知事 ● 阿部守一

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
等
の
被
災
者
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
に
、
職
員
を
派
遣
し
、
義

援
金
、
救
援
物
資
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
復
興
の
原
動
力
と

な
る
地
域
の
絆
を
大
切
に
す
る
た
め
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
単
位
で
受
入
れ
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
等
生
活
全
て

を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
信
州
安
ら
ぎ
の
逗
留
村
」
構
想
を
提
案

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
観
光
地
は
地
震
や
計
画
停
電
の
心
配
が
な
い
た

め
、「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！　

信
州
元
気
宣
言
」
を
発
し
て
、
自

ら
を
元
気
に
し
て
、
元
気
な
信
州
が
被
災
地
の
復
興
や
被
災
者
の

受
入
を
応
援
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
地
域
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
信
州

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
吉
永
小
百
合
さ

ん
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
戸
隠
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を

呼
ぶ
な
ど
、
県
内
観
光
地
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
信
州
を
舞
台
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
情
報
発
信
力
を
誘
客
に
結
び
付
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
四
月
四
日
に
は
、
井
上
真
央
さ
ん
が
ヒ
ロ
イ
ン
を

演
じ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
ひ
さ
ま
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、
私
も
毎
日
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
五
月
七
日
か
ら
は
、
小

栗
旬
さ
ん
と
長
澤
ま
さ
み
さ
ん
主
演
の
北
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
と
し

た
人
気
漫
画
「
岳
」
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
七
日
か
ら
は
、
本
屋
大
賞
で
話
題
と
な
っ
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
小
説
が
映
画
化
さ
れ
た
櫻
井
翔
さ
ん
、
宮
崎
あ
お
い
さ
ん

が
出
演
す
る
「
神
様
の
カ
ル
テ
」
が
上
映
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
テ

レ
ビ
、
映
画
も
ご
覧
を
い
た
だ
き
、
さ
わ
や
か
な
信
州
で
元
気
を

充
電
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
県
民
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

日
本
が
歴
史
的
な
転
換
点
に
差
し
掛
か
り
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
進
展
、
低
成
長
経
済
と
い
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変

化
に
加
え
、
今
回
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
普
段
意
識
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
、
水
や
食
料
の
重
要
性
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
さ
な
ど
、
日
本
社
会
が
抱
え
る
多
く
の

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
県
民
の
皆
様
が
将
来
へ
の
夢
と
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
長
野
県
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
や
成
功
体
験
に
決
し
て
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
持
て
る
知
恵
と
力
を
最
大
限
発
揮

し
て
、
様
々
な
課
題
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
県
政
の
あ
り
方
に
お
い
て
も
、
私
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
の
距
離
を
縮
め
、
共
に
悩
み
、
共
に
行
動
す
る
「
県
民
の

皆
様
と
一
緒
に
あ
る
、
あ
り
続
け
る
県
庁
」
で
あ
り
た
い
と
強
く

願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
形
と
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん

と
「
協
働
す
る
県
政
」「
共
創
す
る
県
政
」
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
い
つ
く
か
の
協
働
、
共
創
の
取
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

　

被
災
者
の
た
め
に
自
分
も
何
か
を
し
た
い
と
い
う
多
く
の
県
民

の
声
を
受
け
て
、
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
支
援
を
官
民
協

働
で
行
う
た
め
、
災
害
支
援
の
専
門
家
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
な
る
「
東
日
本
大
震
災
支
援
県
民
本
部
」
が
設

置
さ
れ
、被
災
者
支
援
の
協
働
の
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
民
の
壁
や
行
政
の
縦
割
り
を
超
え
て
、
も
の
づ
く
り

産
業
、
観
光
業
、
農
林
業
な
ど
分
野
横
断
で
、
国
際
戦
略
を
検
討

し
、
海
外
市
場
の
獲
得
や
海
外
と
の
交
流
・
連
携
に
積
極
的
に
取

り
組
む
た
め
、
国
際
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
今
後
二
十
年
間
で
三

十
万
人
の
人
口
減
少
が
推
計
さ
れ
る
中
で
、
移
住
先
と
し
て
人
気

が
高
い
長
野
県
へ
の
定
住
者
の
増
加
や
観
光
を
含
む
交
流
人
口
の

拡
大
を
行
政
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
、
地
域
や
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
移
住
・
交
流
推
進
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

　

知
事
と
し
て
、
こ
う
し
た
県
民
の
皆
様
と
の
協
働
、
共
創
の
県

政
運
営
に
よ
り
、
困
難
を
乗
越
え
、
新
し
い
県
政
を
拓
い
て
い
く

決
意
で
す
。
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2011・5月号47

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

愛
知
県

犬山市 148

犬山市は、愛知県の最北端に
位置し、北は木曽川を隔て

て岐阜県と隣接しています。東部
には丘陵地が広がり、豊かな緑に
囲まれた人口約７万５千人の都市
です。
　市内には、木曽川沿いに築城さ
れた国宝犬山城、国宝茶室如庵、
青塚古墳、博物館明治村など、歴
史ある建造物が数多く点在してい
ます。特に、全国でも珍しい江戸
時代の町割りが残る城下町では、

「本物」を求めて「本物」を求めて
犬山へ犬山へ

地域住民らのまちづくり活動に加えて電線類地中化や道路美装化の整備
が進み、空き店舗活用事業などによって賑わいをみせ、年々観光客も増
えています。春と秋には城下町で行われるお城まつりを中心に、市全体
で観光客を呼び込む犬山キャンペーンを行っています。
　370余年の歴史ある犬山祭、昼にも行う伝統ある木曽川うかい、奇
祭石上げ祭、自然を楽しめる八曽キャンプ場、心も体も癒してくれる犬
山温泉、春を呼ぶ大懸神社の豊年祭など犬山市は多様多種に、また四季
折々の魅力を備えております。
　是非、「本物」を求めて犬山へ。お越しいただければここで紹介しき
れなかった、たくさんの新しい魅力をきっと発見できます。

■ 犬山城　日本で唯一個人所有の城だったが、現在は
（財）犬山城白帝文庫が所有

■ 犬山祭　13輌の車山（やま）が
城下町に繰り出される

■ 木曽川うかい　昼夜、屋形船の上から楽しめる

■ 入鹿池　冬にはワカサギ釣りで賑わう

■ 石上げ祭　山頂に石を積んで無病息災な
どを祈願する祭

■ 青塚古墳　県下２番目の大きさ　史跡公園
となっている

■ 城下町　休日には市キャラクターわん丸君
も出現

■ ドイツのライン川の風景にもたとえられる国指定名勝木曽川。そのほとりに犬山城が佇む。

「本物」を求めて
犬山へ
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【
６
月
号
予
告
】

特
集
＝
新
し
い
図
書
館
と
ま
ち
づ
く
り 

（仮）

　

  【
編
集
後
記
】

　EVENT CORNER

予定
イベント

 

（
岩
手
県
大
槌
町
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ほ
ぼ
二
カ
月
。
被
災
地
に

も
薫
風
の
季
節
が
訪
れ
た
。
岩
手
県
大
槌
町
で
は
、

四
月
二
十
日
の
始
業
式
を
前
に
、
寄
贈
さ
れ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
を
運
ぶ
手
伝
い
を
す
る
児
童
た
ち
の
元

気
な
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

笑
顔
で
迎
え
る
の
は
、
大
槌
町
の
赤
浜
小
学
校

の
佐
々
木
啓
子
校
長
（
右
か
ら
二
人
目
）。
児
童

に
配
布
し
、
余
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
足
り
な
い
学

校
に
回
す
と
い
う
（
四
月
十
三
日
撮
影
）。

　

一
方
、
同
県
釜
石
市
の
市
立
小
佐
野
小
学
校
で

は
、
四
月
十
九
日
に
始
業
式
が
行
わ
れ
、
児
童
た

ち
が
元
気
に
登
校
し
た
（
左
写
真
）。

　

始
業
式
の
後
、
教
室
で
担
任
の
教
諭
か
ら
話
を

聞
く
児
童
た
ち
の
表
情
は
一
様
に
明
る
い
。
被
災

地
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
が
、

印
象
的
で
あ
る
。 

（
写
真
＝
時
事
）

団体探訪
まちづくり・川づくり協議会
川と地域住民をつないだまちづくり 北海道滝川市

NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会
京格子の町屋、白壁の家なみ 鳥取県鳥取市

首長の思い
みんなの笑顔いっぱいのまち　～世界とつながるハーモニーシティ～
「まちの新しい形とイメージアップ」を目指して

和田愼司（小松市長）

センター通信

表
紙

善
意
の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
始
業
準
備

6

46
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レギュラーリポート

特　集

グラビア

買い物困難者を支えるまちづくり
都道府県漫遊  【大分県】
手前みそですが… 【愛知県犬山市】

C O N T E N T S2011 -5

買い物困難者を支えるまちづくり

　　　巻頭エッセー／県民との「協働」「共創」で拓く新しい県政 阿部守一（長野県知事）　　　

　　　東日本大震災　特別寄稿論文～大震災を乗り越えて～
　　　子供たちが夢と希望持てる古里再生を
 河田惠昭（関西大学社会安全学部長・教授（京都大学名誉教授）阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長）　　　

　 　  買い物困難者を支えるまちづくり
　　買い物弱者をつくらない地元の創り直しを 藤山　浩（島根県中山間地域研究センター研究企画監）　　　

　　　北海道札幌市　離島など過疎地にもコンビニ出店 遠藤佳代　　　

　　　青森県佐井村　過疎地の生活の足となる有償運送　 佐井村社会福祉協議会事務局　　　

　　　茨木県土浦市　市民が支える「キララちゃんバス」 小林まゆみ　　　

　　　東京都武蔵村山市　「無料送迎自転車」が地域の足に　 比留間誠一　　　

　　　神奈川県横浜市栄区　団地内の「青空市場」は憩いの場　 森　健一郎　　　

　　　福井県福井市　住民の要望受けた場所を巡回販売 伊藤　悟　　　

　　　岐阜県　高齢者の買い物にケーブルTV活用 脇谷　誠　　　

　　　鳥取県日野郡　移動販売車で中山間地に御用聞き　 安達享司　　　

　　　広島県呉市　斜面市街地で「お出かけバス」運行 濱井義樹　　　

　　　香川県三木町　高齢者が困った時のお助け一覧表 上村美穂　　　

　　　福岡県久留米市　70 人のボランティアが外出介助 吉永美佐子　　　

　　　熊本県荒尾市　徒歩圏マーケットで高齢者の「食」守る 弥山雄一郎　　　

　　各地で進む先進的な対策 植田一全（経済産業省流通政策課 大規模小売店舗立地企画係長）　　　

先生の話を聞く児童たち

5月 6月

●５月23日（月）
　 菊川市観光協会（静岡県）
　『静岡県菊川市・菊川茶の販売キャンペーン』
●５月30日（月）
　 福島県県南地方振興局（福島県）
　 『ほっとする、ふくしま。～福島県県南地方～
で田舎暮らしを』

●６月１日（水）～２日（木）
　 羅臼町（北海道）
　『北海道知床羅臼　特産フェア』
●６月８日（水）
　 甲府市観光協会（山梨県）
　「甲府の観光物産展（仮称）」
●６月20日（月）～21日（火）
　 華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
協議会（大阪府）
　『とことん南泉州キャンペーンキャラバン』
●６月27日（月）
　山形県東根市（山形県）
　 『果樹王国ひがしね　さくらんぼキャンペーン
【第11回中央区さくらんぼ祭】』
●６月30日（木）～７月１日（金）
　川崎市経済労働局（神奈川県）
　『川崎市多摩区・生田緑地キャンペーン』

（写真）
１ ３月２日～５日米沢市観光キャンペ－推進協議会（山形県）
２ ３月９日～11日宇土市観光物産協会（熊本県）

１ ２

★日本橋プラザビルイベントスペース

▼
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
が
れ
き
の
撤
去
作
業
が
連

日
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
震
災
関
連
と
し
て
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
河
田
惠
昭
・
関
西
大
学
教

授
に
特
別
寄
稿
論
文
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
犠
牲
者
へ

の
鎮
魂
を
込
め
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
試
案
は
、
復
興
へ

の
議
論
の
う
え
で
示
唆
に
富
み
ま
す
。

▼
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流
す
人
も
多

く
、
善
意
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

原
発
事
故
に
絡
み
「
風
評
被
害
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、

被
災
者
の
冷
静
な
行
動
が
、
海
外
で
も
称
賛
さ
れ
ま
し

た
が
、
風
評
の
話
は
日
本
人
と
し
て
も
残
念
で
す
。

〝
風
評
被
害
に
負
け
る
な
″
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
各
地
で

盛
ん
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
風
評
に
負
け
ず
頑
張
る
地

域
を
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
今
月
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
買
い
物
困
難
者
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
、
食
料
品
の
買
い
物
に
出
か
け
る
の
は
大
仕

事
。
自
宅
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
や
小
売
店
も
な
く
、
あ
っ

て
も
重
い
買
い
物
袋
を
提
げ
て
帰
る
の
は
一
苦
労
…
。

こ
う
し
た
買
い
物
困
難
者
を
支
援
す
る
各
地
の
取
り
組

み
と
、
そ
の
意
義
を
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
買
い
物
に
も
出

か
け
、
店
員
や
地
域
の
人
た
ち
と
お
喋
り
す
る
こ
と
自

体
が
、
貴
重
な
交
流
の
機
会
で
あ
り
憩
い
の
場
と
な
り

ま
す
。
同
時
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
高
齢
者
を
「
見
守

る
場
」
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
原
田
）
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41

43
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★茨城県産の農産品の安全性をPR
　茨城県農業法人協会主催の「がんばろう！いばら
きキャンペーン」が４月25、26日、日本橋プラザ
ビルのイベントスペースで開かれた。福島第一原発
事故の影響で風評被害に悩む地域への支援策として、
当センターも協力して実施されたもの。
　「生産高日本一」を誇るみず菜やチンゲンサイ、鶏
卵など、茨城県産の新鮮な農産物を販売し、安全性
をPRした。
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